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.西国名所図
寛政の改革で知られる白河務主の松平送信 (1758~ 1829)の編纂に

よる t長』古干極1は、日本最初の古文化財図録と呼ばれるもので、そ

の名のとおり、「僻銘JI鎚銘JI兵器JI楽器JI文房JI銅器」など全

国の古聞・古器物 ・古武具など十都lを模写し、集録したものです。定

信はこの 『集古十都uを編纂するにあたって古1¥下たちを、右足綴的に全

国へ捌査員として派巡し、各地の古器物の調査や模写を行わせました。

西国の調査も何度か行われています。その調査の協力者として神辺の

官茶山がいます。

}'l政 12年(1800)、前年から、近畿地方や凶図地方を調査していた白
Iよくうん おむの J せん

i可部の画{目・白雲と匝l人・大野文泉が茶山のもとを訪れました。二人は、
れんじゅ〈

lJli塾へ逗留後、厳1;占神社の宝物の調査に出かけ、時びN)t塾に戻り、模

写した甲胃や古銃などを茶山に見せています。また、府中方市への調

査についても茶山が協力しています。

質事E夕陽文庫には、このl時に関わる資料が残されています。例えば、

白雲と文泉の名刺のようなもの、お礼として送られたであろう定信直

筆の昔、 白雲からもらった日記帳などがあります。その中から「西国

名所1111Jを紹介します。

全国へ調査に出かけた白雲や大野文泉は、制査員である とともに、

カメラマンの役割を栄たしていて、調査・模写だけでなく、途上の風

妖闘をスケッチしていました。西国制査を終えた白雲と大野文泉は、

この風景画を復命として捻出しています。彩色されて提出されたもの

は数系統伝わっていて、その調査の道程が線認できます。今回紹介す

る「凶図名所図」は、その原本をもとに作られたと考えられます。摂
さ自:与 ぴぜん ぴ，'，ゅうぴんご ゐ，

i'lt '讃岐・備前 ・備中 ・備後 ・安芸の制主tの際の風景三十図です。こ

の木版刷のIlIt子は、それぞれの調査協力者に配布されたものと考えら

れます。

rt長古十種j編纂者の定信は、こうした其最図などを、文字を補完す

るものとして重姿祝していました。 r:llミ古一1-櫛lの編纂は、絵聞のもつ

意味を最大限に利用した事業であったのです。つまり、絵聞には言葉

では伝えきれないものを伝える力があるということです。

その 「西国名所l主IJの風景画iには特徴があります。例えば 「備後図

来毒菌証結」は、現在ぷ和13織とあるi織 (世界三大天然続のひとつ)

「伯雪国大山'J¥柳邑眺望J(鳥取県) ですが、画面左下に二人の人物が:tUi1J、れています。一人は似の姿で白

「備後国未渡邑虹橋J(圧原市東城町)

議とわかりますし、もう一人が文泉と考えられます。このようにスケッ

チする自らの姿を其玖図の中に揃き込んでいます。こうした風景画が

何点かあります。「自分が仕事してるよ。」というアピールだったので

しょうか?

こうした風崇画は、在日公:用というよりは、 資料としての性格をもって

います。今でいう地図であったり、資料映像であったりするわけです。

でも、雄総…今と変わりませんね。観光用にも使えそうな気がしま

せんか?
(主任学芸員岡野将士)
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